
《ブラジル》公立大黒人学生初の半数超え＝人口比率に届かず、
依然格差も

大学進学率がなかなか伸びない黒人の生徒達
（Arquivo/Marcello  Casal
Jr./Agência  Brasil）

　地理統計院（ＩＢＧＥ）が１３日、２０１８年の公立大学の黒人と褐色（パルド）の学生の割合は５０・３％となり、初めて５０％を超
えたと発表したと同日付現地紙サイトが報じた。
　褐色も合わせた黒人の総人口比は５５・８％だから、総合・単科を合わせた公立大学の黒人学生が５０・３％なら、あと５％ポイント程
に近づいた事になる。２０１６年開始の全国家庭サンプル調査（Ｐｎａｄ）継続調査では初の快挙は、黒人が高等教育に進む割合や定着傾
向が改善してきた証拠でもある。
　１８～２４歳だけみると、１８年に大学に在籍した黒人学生は同年齢層の黒人の５５・６％で、１６年の５０・５％より増えた。同年齢
層で就学年数が１１年以下、学校に行っていない人は２８・８％で、１６年の３０・８％より改善した。
　ただ、同じ年齢層の白人では、大学在籍者が７８・８％、就学年数１１年以下、不就学の人は１７・４％だから、まだ歴然とした格差が
ある。
　大学卒業者は、白人の３６・１％に対し、黒人は１８・３％。高等教育機関への進学者は、白人が５３・２％、黒人は３５・４％だった。
　また、１８～２４歳の高卒者で、働いているために就学していない、または仕事の口を探しているという人の６１・８％は黒人か褐色だっ
た。
　１５歳以上の黒人の非識字率は９・１％で、１６年の９・８％より若干改善した。５歳以下で保育園や幼稚園に行っている黒人の子供は、
４９・１％から５３％に増えたが、白人の子供の５５・８％には及ばない。６～１０歳で小学校に行っている子供は、白人９６・５％、黒
人９５・８％で有意差はなかった。
　他方、黒人労働者の平均月収は１６０８レアルで、白人労働者の２７９６レアルに比べて７３・９％少ない。大卒者限定だと、白人の時
間給は黒人より４５％多かった。
　人種による格差改善には、公共政策などの改善が必要だが、政治家数にも人種格差があり、黒人や褐色と自己申告した下議は２４・４％、
州議は２８・９％。１６年選挙で当選した市議は、黒人が４２・１％だった。
　出馬者に占める黒人の割合は下議４１・８％、州議４９・６％、市議４８・７％で、選挙に１００万レアル以上使った候補は、白人が９・
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７％、黒人が２・７％だった。


